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.、な い・ 欝 は 洫fr舗a吐um恥nc血rre瓢・の 方法 をni
'ひ てW一W1の 接 觸 電 位 差(c:.y.--.)を決 定 した.
此の 方 法 はA,B二 つ の'filamentがあ り てAは 清
浮 な タ ングズ テ ンか ら 成 り高温 に 保rn熱 電 子 を.w
す所 か ら 。mi鵬了filamentと呼 ば オLる・ 一 方B.は
wale】filmamenlで常 温 に 置 力龜オLAカ 」らめ熱 電 」茅
を受 け.:るカ、らODUecbrfilnmenlと呼 』ミ・.図喧者 商に
色 々な電 壓 をか け て流 れ,.る電 流 を電 匪 に對'じて 圖示
す.る..B.を涛 津 な タ ン グス テ ンに して行 つた 時 め雀
壓 一電 流 帥線 とBを.filmで 覆ふ た時 の 曲線 と.を.上ヒ
,鮫 す.at大鮃 行 に な る・ この 時 の 軍 塵 轍 裄 な
嗣 曲線 聞 の移 動 の大 さがCJD.D.を與 へ る事 に な る。
RtniEVtiti.R14の罅 果 で ㌍ 化 す 砂 ら電 壓 髭 化1ニ$}L非
arse敏 な課 けで あ る.W一 ～VOのC.P..D..は既 に.
知 らaレて ゐ るか ら,こ れでcheckきれ た.沃.that↑II
を電 ら撃.して出卒 た沃 度 を液懺 空 氣 でTmpに 畢 まへ
て置 ぎ,.ζ.れか ら蒸 燮 きせ てfilamentにっ.ける.





・ ...蕾.W-W1の 撥 胴 電値 差.『
'M・..J・(;oplepand..R・W・Sp¢呻.ノAm:
C/um.Sx.61,:1037-一30(1039).
タ.ング.ステ ン上の 戯 索 や 水 素 の單 分 子 思 の 研 寧畩








































































































filamentを高溝(約10000K)に保 つ て沃 度 擦 氣 に さ
らナ亊 オ1必要 で あ る・測定 は2四8Vol:1の範 園 で 行 は
れ.,典つ た佼 十 三=個を夲 均 す る と 一$01Vohtな つ












を 室 温 に 保 つ て 沃 度　
蒸 氣'こさ らす とc暫.
P,D,は一〇。42V61tと
な る.こ れ は沃 度 の.
簾子 駐 よ り,二む しろ..
分 子 層 の 山來 るた め
で あ ら.うと考 へ られ
る・ かL.る分 子 層 り.





物 理 化 学 の進 歩Vol...1.4nNo.1..(1440)』
鈴 ・
定 中に 數 分 間mllecbiP.Rlamenlを1250。Kに熱 す ξ1
.と僧 に 低 い 値.とな り,isoo。Kでは 蒸 鼓 が 急 遮に な
る事 を示 ナ..
併 し沃 度 勾盈 徽 鼠 まで取 去 つて 溝 淨 な 面 を得 るに
は2000。K以 上 にせ ね ば な らなか つ た6GP.D・ は
V蝗=屮ユー 甲詈(gはworkfont巳bn)で糞 は され る.か 二
ち,タ ン グxテ ンの ψ■=9.52Vohと今 得 た.V■2の
慎.を入 れ る と 侮 望5・43VohをiJる,この値 鍍Hen-
Brick,khippl,andC・P亘町 が ・・喚 。ei・nil8floqの
測 定 か ら計usした値5.27vnlir.kgR一鼓 してゐ る。
W-WIのCI'.7).が斯 く大.きい値 を示 ナ事 はW. .
.
の表 面 に吸 着 き'れた 沃 震 匱子 が 高度 に倔 権 を受 け て
居 る事 を表 は して ゐ る.Wの 表 面 に負 極 を外r,けた
dilwleの電 氣 的 こ=uhfがあ る琳 に な る.吸 着 康 子の
測 軒 能 寧 は μ冨v、ノ2・ (・は吸 碧 原子 の單 位 両積
.(cm").に對 ナ る濃 度)で あ る.から(6fihnの場 合 と
隣 に璽 扱 つ て ・=4M帆1嚇Cm「2け るt.
μ自1・Q工}cbyeunit豪=.イ:r6ボ.(股 代}
2.水 素 中1二於1ナる放 電 々壓1二尉 す る

















を欺げ禰 概.LT,0.3b・mφ町暉 を耽 ぐて相對せ
.;LM;寄電橘を顧番に囃1に した."鈎脚 脳 燃 鱒 .










































第 一 圖 グ:り一7ζやHg蒸 氣
甲甲瞬 脚綛 ζ:鵠鵠膨ゆ}..yの準人を罅 輝'卜



















.とpdの騨 妹 外 のであつて・『蕀 以・1・では
陰{勇に依.る影響が比煢的小.さいと云み 從峯の.結論 と
口致するものであ.翫














1燐球啣オ韓 子辣び.嚊イオγ匿依る街知 聯 遏程9























3・ ニ ツ ケ ル 上 に 於 け る^リ ウ ム の 教 容 係 融.・
】B・Raine『,.P乾ys・.Rr/L,56,β91淘ξ聾(19$9)φ ・,
ヒ








ふ た めで,:9の 熱:の灘 は.・Pに 比 例 す る.(aはヘ
リウAの 二:;7.ケル に對 す る牧 容 係 敬,.P綜 《 リウ.4
の壓 力)
今・跋 ぴ.P塒問曲線を罅 上に求あて,画P
の比 よ り αな 求 め得 る・ 時 間 ¢～零 に 近 づ く と'αPも.
Pも 零 に 近 づ くが 比 は零1.こt(ら.ず一 兆 値aoを と る.
これ が ニ ツケ ル の 椅麗 な 面上 の ヘ リウみの 収容 係 數.
で あ る...
7イ ラメ ン トの熱 漕 失 を論 じ るには,そ め.線あ爾
端 よ りの 熱 ρ 鮮 導 及 び幅 射 に ホ.る潰 失 を更 に ガ ス.に
よ る潰 失 の 上 に 畊 加へ れ ば な ら瞭・
歴 力10超mmHg以'Fではffスに ょ6渭 失 は考 へ る
必要 は な い⑳ で 一 定 入 力の 時 の 線抵 抗Rと .バス..の
漣度 に於 け る抵 抗.Roを 知 むR-1"o'を求 め て熱 傳
導渭 失}(双 び 幅 射 淌 失c.¢～和 を知.るξとが 出來.う.・
從來 の貧 験 肥 録 を參照.して熱 傅 導 寧 を0.:74Witltcmt
ld・gCOO。Kl・.rXO.7iwatttcmetdFg(ig56K)を醸
.した.
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上 の雌 はRoUert⑳碍 た儀 αo冒0・Q4.i・tよくセ 致
ナる,.し.が..し彼 の得.r_:QI,がや ㌧大 き.ぐQe(0の.が
雌 雌 τ馨 ・吻 は.女.増間的加贓 四鯛 僻
相當急速に鬱化ナる.;..とを.示してゐ.る・
熱 幣 騨 剛 すb.lkv:咽・i勅 雌.煙 齢
.す.るド,式 ・1・ρ二 湾 ρ ・9/.gゆ,こ 凱 て
∫r(1.75zlOgcm'→U=427ica]ノnml・が]霞験 値 を!よく
籏 足 した鋳 果 を興5る ・ しか し.理論 的 方 法 が一 女 フじ
に よ.つで ゐ.3c.と及 び箕 啣 唄 丿1亅す る 昌 ツ ケ,レ峨
・ 動 稗 な こ 聴 考 嫌 してK=(0.i5-0.05;)・1伊αバ 匚
及 びP≒(d30±ゆo)cal/Milが決 定 せ られ た.・.
(石川)
.'4





9:.・.∴ 黻 照 射1歌 確 光.をSb・・1・mi・esethce議光
・ と名 付 げ る・ 此現 象は10・34に發 見 され た もの で,今
堕 ・.
炉 勘 鰊 ・囃 怜 めて)唹 て一致し噛 る蹴
・ff部軍界 の 影響 で ㌃い 事,翠cavit=tinhと共1ご溝 長
.ナる事:とlr(1あう た ・著 者1烱 波 敷550K,F[z,最大嗷
掘 ン
道.齲4c興 の 駐 の塒 踟 こ侠 る水 物 數 鎌 扱 つ
た.・.純永 或 は.プロ ミ ン水 は 窒齋iilでは 發 光 す るが 層水睡.:
蘇 ・・ 一Krt・で`;RXLな い の で あ.る・雌 鰍 ・・tl・ele・鷹
㌧1詠 ・・6嶼13〔液の顯 の丿帥 に依つて趣 オ、る瞳)
蚕 三覊 驚鞭 難
量謳 には灘 鱇 觚 齢 なるものに燃 含難 て欲
齢 叢 三1難鞴織
　
蓋.墜 騨 脚.途噛 闘 疲鮠 が起呶
際,譲 零講鵬雛,鄰 雛　
∴ ・.麟 謄下で1婦屡下よ呻 つて思械 るが譲 規
夷羹..象 ・卿 ・蝉 共に帳 ・・と嚇 を考一繍.『1
.讐・・ 加vi巳ジ 滄 馘 速 度の8加 が 加壓 下 で都 介 よ.い詐で あるり 　
塁;二 賜 琳 不麟 ・な曝 モ… 殖 潅小融 継.
勢 ぱ・.雌瞰 勧 稚 化 嫡 し.≠}事樋 魅.ピ 「㌔
壷"=累 め生成或は液・Siに存磆15化査抽P直撒1ヒ艇




.・ 噛..・,駒 ..1・,レ陽 气 ぜ 齟 '
曜
..
剛 亟 化ナオ呵 歟 ナる.懶嫡 る》の嫉.も.酬
軸 ば髄 ナ砧 ので・之をSimic.Chunilumino一
粃 血 普体學發牽と名付け・.薗距の音肇激÷.はwS&9
せら掴 蝦 妨 叫 搬 光の制:は.」鼬 劇 り蹄 解、
せる物質に依つて影響を受iげ・存麟 悶斡00}秒 ・
以1`4あ.う・働 騨 込耀 馳 の礁'こ臨 懸...
で軸 灘 上昇と雑 尠 』 嚇 な職 性僻







、 .5・蓮 音 凍 に 依 る大 分 子 の切 斷 「 、 」h
・G..Schmid.u.0.Roμtei、e且,.!・'4r躍∫能,
.(rhe〃1.(A),旦85。97Nl:SO(19瓢)),'
澱 粉,塞 天 或 は ア ラ.ビヤ ・rACUめ如 き 高 分 子重今
飜 液 が超 普 波 め 照 射 に 依 つ て 粘 度 演 少の.如き物理
的劉 ヒを引 き起 テ の で あ つ て・ 此 際 飆 合 が起 軸
の と さtLてゐ る・ 堺 が 此 際照 身搬1中 に は,備 かk・11・
.あ乙が 撮元 惟 物 質 が存 在 して ゐ.う・ 之 が超 晋 浪に依 ・
つ τ 搬 原子 價 精 合手 を切 斷 され て 生 域 した もの か或
は化 學 反塵 の 緒 黜 來 た.もので..あ砂 が問 題 で あつ.篭
島聖襯 驚 瓢飜 麒 羃 碧
で 齢 屠 都 獄 料 と して,P・且y・・y・・1,両㎜n・b・・"
馨 を跚 ひ た.其re:llの主 な る も圏の は,raE!分 子at.
との 閥 にS霍n巳匸(tinqer」.;侠ワ て究 め 羲 され 牽 明瞭 な
mafft:あり.H此分子 の 解 重 合 は主m子 個 結 合手 切 斷
め み に 飲り て起 る か.らで あ る.超 喬 波はntSU38diii2,
蠶 蕊鷲灘 黜 繖繍 濡
及195,00bの三 つ の 分別 螻 を取 リト㌧屯 工 γ濘 液 .eし 』.呪 ㌧
た分子が長大 なる稚,解蹴合は強く遒行 し,準均分 漕
子斌一照射時間1【ll線はミつ⑳ 分別盟共に一時問後一 、
蜘 噸 騨 卿 金・・ゐ・・糊 … で
哮間の變化は垂常に小で分子猛約LUtoに逹」し之以.1:続 笥
コ
黔 鸞 纖 驪 二騫1誌ζ'・麺
照肌 て話 即 鱇 ρ働き鶴 次 喝・.櫨鉾 糖
依然 としで起るのである・(もつと.も壓〃を掛町.う穐,
作雕 渺 する)又一鮮 灘 鵡 く塾 喝:韆化は,.`.
脚r渺 底 側 町唖 になオ・it9.!ptしte・〈it
6r.又坤r。。ellt'・1・・e.、.を種々のPt媒中にて觧重合せ'1望
しOPる.e'・.解瑛{}塵:鬘韮琴媒り桔謹とρ 簡にはr円テ嗣























ぞ …`・ ・一・ 丿
_9






















































オ・ら・溶媒の麺 ゆ 澱 斑幅は緲 恥・・1鎚.である・








於 ては1綿 婦 鰍 騨 於ても,.分子は互」r碑
し合C.jYjの,Staudingerの.「`{k且16sunger".を遭 る
も.ので あ る..例べ ば αOlm・IS重y",1瀞液 で は,1Nの
長 き.の大 分子 で は,kの 塀 帥1μ の 畏 さのSi子iooa
個 が.入る ので あつ て,分 子 は 互 に 拘 束 す る・斯 る駅
瑕 に於 て は,分 子 邸 喀 り 慣 性 を持 つ て ゐ る爲 液
盈 の逑 動 に 引 きづ らオしない.と考 へ られ る・ 從 つ て#1
霜 の摩 擁 力 が価 き得6と 考 へ らfi,a.超音 波 解重 合
徊 肋 舞 辟 樋 の は 實 に 斯 る駅 握 が最 も 郷 合 .よい わ












s.itticより活 齔 され た7セ.トrnデ ヒ ド
.分于 の 前解 離(peedissooiati。n)
に對 すb温 度 の 影 響.
G。K.1`olletx.n.andD.C.C,nshmne,.丿=αレ〃2。
搦 Ψ乱..ラ,i75-V51(1D30)・
ア セ ・トア ル デ ヒ ドの 光 分 解 の際 に 傑 件 に よつ ては
迦 離 幕 を生.じる事1.よ鉛 の 鏡 め 反 磁 に よげつ.て硴 めr,h.,
疑のない事であz:.前1鱶網 す却 も偉r殿 い
流良の纉 吻 鍬 勘 な牌 離は筋.な帆 肌





度直瞬 ξ廻 謙 融 ヒ」鯵 ナる.笛であ馬 之に反し
、..賀接光分嚊を起すにi一分な矩波長め光による彎離某
⑳鹹 に於てに斯力必 膿 の彩顧 認φ:biuない筈
・
}
で あ ・ ・..'.'暮





モ劃より高温に於では長濃長牽によζ 生成⑳方が盛 一 、
んとなる..斯かる担度にょる變化は3132A,の光に1車. ._り
紛 解欄 ・よ紛 卵雑P.醐 ヒ・⇒つ竃騨 、
らξしる と云 ふ 暇 定 た .よつ て髭 岨 田 來 る,・
次 嶼 麗 行 つ た雌 酬..(21・..35e?・)Pt.・ci'ltt一一.・.適
璽ら ロ ロ%52Aの光によつては侮ら螢堆が認ゆられなPsったL.
然乙に3132・の光では…齟lcMF可 聯 畷 聯 魄`
めらオ・ひ ζめ 銑 は澀 の.丿・鍛 丿七剛 くな.り 一 ぎ匹`
】500C以上ではもは.や認めら.オレない・ この温篋一L昇




帳 い31'32A'の脚 郷 のは灘 イ匕皰 忙於・・":・
電子的妝態が雨者に於て異るためで あると考へら1レ
る. .仰 村)
7・ 皇 雛 を 増 馨 劑tせ る 夘 ラ ー 轟 の'
光 化 學 的 璽 化
w.A.Ale・andeFi・nd1T:T.Schnm・・he・,
zL,ノ…y+ik.cン秘〃暇 〔B〕ゴ44,ミ}13～26(1939)マ
著 者 等 り 以前(本 菖15.鉾録68(昭14))の研 寉 と同
.搬 に,反 慮 は706Cξ900Cとに於 て 行11れ.反 塵 生.
'r
;R}bのiT析靴 果 よ り全 反 嶼 は 次 式 鐸=こ從 ふ ・
2CC』CllO十〇.=2C(PC】2十2(:O十2E【Cl'-
.」隆通 の條 件 で に層匪素マ)濃環 揖ま殆 ど變 化.しな 」丶 此 め.
外 に.・v3一 ゆ 不 純 轍 ・よ.うと勢 轉 礪 曜
及 ず亀 じたmか らの7ナ スゲ ソ'(鹽索 多翠」 馘 素
少最9と き)3013CO,(酸案 多鼠 の 乏.き)の生 威 の 如 ・ー
き翻 反 懲 も起 る・'
反慮蓮度は咳歌せる.光童子の.倣に端例 し・全壓、・.
伽 弘 を,.讎 解 鱇 曜 度には無闇係である・、
.帥ち圧懲速度式として次式が静ら翻た・ .
dt.'d1
ク ロ ラ 隔〃戎 び 酸 素 め雕 ぷ.ｰ一3m皿Hg以 下rζなれ.






























































































めに締 φ大鱒 を鬱 、たり・飆 槻 ;f_9Lて.
顛 睡 が,..」司一の動榔 が行番加 て 居た・反鵬.










なる 反 磁 に.よつt遏 酸 化 袖 を 生 じろ・.此の遍 酸 化 噛
.の構 迯 はa「明 で あ う ⇒ξ偉 りにP,と し下 置 く・ 〕旺1こ一
P一:coci…十CO十.α0.(4)
C10健遽 鎮蓮 搬 者 と して ク ロ ヲ ー ル と反廳 して 再 び
91「原子 を 生ず る.
一・C1〔.b十《;ClyCllO=.COC且_}CO十Hq十.α
(5)
.霪勲 晦 する颶 雌 見する事は雌 であるが,
C1宀園子,CCIsCO一及び(:10一蜘 ま蓮鎮破竣に輿らな













旗 燭奄一ゑ勤 規 獅 龍 化辮 娠偽魂
kcalである・..此ゆ 瞳 り反匪.(6)はPの㌘分子分騨.
マ脾 ζ騨 反寧でラる夢 わ距る・み.及び 姻'




s:飛 行 ず る高 温度 攀 子に 儀 拳殖雌 ρ蹟 火
S.Vm1¢了画nPhit・jlf4S一,28,、1～23.(193騨)幽
可燃蜘 帥 を飛行す・龍 麗の闘鱒 子郵やF
程勲 點火勧 をイけ る慨 恥 輛 ・糊 ゆ 爆.
鼓輙1識 櫛.して煎要セあるゆ ・..り.でな.ぐ・氣蝕爆'
顛 象の研銑 云ふ趨 勗 粧 財 可き蘭 でわ.、





















































































鱒 卿 飲 鍬.錠 励 に説嘩 異 へ礪 嬢
















卞 せ.しめ る事 が 出來
そ の動 きは..1・しのn
盛 よ り知 ら オしる.C




液中に注 したときとはK上 の同昂の讃参に對 してF
の高さカ{異る・Bが 液よ1)'9E離Pt.る時の藾みから
液破 齦 力 を嫌 す陣 が出來る・
郷 塘 でブ.タヂ呂.ンげ遏嘩化水素糒 液づの吸
着に於ける.寂面張力と.ブタヂ.エン壓力との幽係を得
コ
レ … 勝 ・噸 藤 ・・す・・働 ゆ
;'ib.'方程式.畴 号 ・.






























響 〕一毎 〔Mc〕〔・〕・.「 『1・)




(R).はT麟玄1励財 タデ η 灘脚;堵例 する彗能 示
すが,(A).は此の事賓と.矛盾ナる・.kQrk,〔C〕は無





反嵯鷄力學を知 るにに誼合骸の濃度 と表両弧力と・ 瀧 ・
鯛 髄 恥 螂rあ ・う・.顔 敢麟 の 彗.兇 囀'
薄瀞液を適卸 こ龜酸伽k彌 職.』1こ.蜘テ.その表面 三 ・
張力.を溜つて定めた・ 二
:觸媒即ち過酸化永素ρ濃慶ポ小 さ糖と唾反慮遖度.一
ば1次である.が,大な磯 慶では多少噌 して耶 次:と.
な る ・ ・ 「 ..一
h;〔C〕壷⊆勾1一毒 一 〔1P
x7a一〔PR〕}垂.・ 、ぜ
よ η得 畢.1。9…haとloGL'ど.を且}1。量.す」しば大 略1な.・.
鶉灘毒瀦1鸞二翻 蹂 譜多.㍉(
タヂ 呂 ンの 麗.力,mは 冪 敷 で あ る'500C,IiOｰC,,
7uｰC.に於 け 苧笠 験 よ ワ.見掛 の 活 性化 熱9000eu1を碍
..,・
づ が,プ タヂ ヱ ンの鹿 蔚 熱1ま7〔wocaであ るか ら緒局耄離 黷 灘嬲 難1欟旗f型
a.觸媒を用ひで賣驗 した翰果,活性重合僅.(nClive;』
polyme・)の坐命磚 間は.反慮め時lnfに比較 して小 さ.い
事がわかった..帥ち定常歌懲に於ては各段墸の活性
重合畿の濃脚 墺 化 しない 脚 ・・皿。・Mと.觸媒c






































物 理 化 学 の進 歩Vol..14nNo.1(1940)":
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..罐及 び タ 冫 グx.チ》表 面 上に 於 けa
鑒 素 同莅 元毒 の 交 換 反鹿
G.G.Joris&ILS.Taybr,J.Chrar.
Phyr.,7,8鬼ジ解8(1D39)・
蟻麟 舗 ふaア ンモ評 合虞の飃 鰍 決定段
階は.貿蝉=2肅 緬 にあると考 へられる・その樋
構 噺 騨 段 と してN・ 舞N・ 聖2N・ 黔.な破 嫉
廱 をア ンモ 昌 ヤ合 戒 翠 び分解 を生 う8る.湛塵 範 剛 で 行
っ た.鍛 觸媒 はtc,qatan,を助 驥媒.として適 需 に.
翫 しrmふ.タ ングzテ.ンは154)ワツtiの マ ツダ
タ ン グス テ ン織1条電 球.を用 ふ ・Urepに よ り提 倶 せ
られ たio%.N・9を遘 御 醐 め て.N・蛤.1000:Nyy9103
竃}転錚59を 得 た.こ.れは1明偉 元 素zF髯に 遞 す る と
.N尹1000.;N2黝00・N～OlO・5に廊 ナ るの でN.ｰ':
N;卸の 質 量 比は1.i5よ;nion1!化す 番・.この顛鴎 ぽ
質 齢 析 器1ζよつ て そ の隷 過 を追跡 す る こ とがlug
る,
箕 綴 結 果.2N三と.^oliqの灑 合 物 を觸媒 の下 に9fiO。
或はsoa。で前者は70時刷後者は20時阿熱すると質量.
路.(N:,=o..Nsao)は1175から16位迄變化する・次に永
鈍 含雲ず鰍 のみ用ひて交換反戯 行ふに窒剿 膕
の水素め黛が健少ナると灰感蓮度が漕少ナる・特に
灘 窒織 用ひて灘 してゐる・チルア ミン を駅.









條の熱 反醐 購 滋 騨 に灘 劣る・
以上め賀驗からこり交換反駈は非営ド遲 いζとが
判 る..こ.あ剛因は窒妻が分子駿に 鐡厨媒に吸蔚ナa




て原子獗 蔚が考ぺ弊 るfk4.`t3子溶表晩 樋.
して他の1司位元崇と精合.しlrl1位牒 準衡朕態に建ナ













Kc驫1なるこ とが知 られ てゐ6.前者の大な値は爽




lL電 撞 撥 髑 水 繁 添 加 に 於 け る 活 性 化





曩 にKo㎞ の褒 表Lた.acti鴨ensembles脆(本
誌13,143紹介)を 基礎 と して竃拯 棲 規 反 匯 .(eL㏄1「6'
cat・Lly・is)t:於け る活性 化 遏 程 とattSGPtの慰 酌 及 .
ぴ化 學 的 性 質例 へ ば 水 索遏 電 齪 との關 係 並 題 に そ.の
際 め 嘴 媒 活 性 點 に就 い て論 ヒてゐ る.
賞 瞼 と して,龝 々 の金 屬 電 極 を.用ひ て 肉桂歳 の ア
ル カ リ性 濤 濃 の 陰棚 邂元 を行 は しあ る際 に,矼gCl2,
.AN・・勒 瞰 儲 の 小 最 を加 へ その 灘 醜 瞰 觸.
活 性 塵(霰 流效 果に て)との 闘係 を檢 した・ そ の納 渠
は ・Pl,1・ヒ の 如 き電 樋 で は蓬 元 は 純 粹 の 済 液で は 起
らず 鹽.L記の毒 の 附 加 に .よ..り始 め て起 る..Lかも活
性 化 の悌 大 を示 す 菰 濃 度:があ届.し か.る.にSn,;Pb,
Hgの 如 き電 権 で は 最 初 よ り 遽 元 が起 り,.活性 度 は
轟 に よ り次 第 に 下 る.乂,革 滑 白金 及び 白金 鍍 白金
電橘に・瞬 の醐 を嚇 せしめて・.本勧 恥 購
付…度(電流效果)との關係を穣.し.たるに.爾「電裡重共同祠匿.
な褓 を襟 ・帥ち電騨 純勲 る時は卸 謎 勘
ず蝉 の鰭 によ噺 性化され・しか.も.卜順 子層
,ζて榛大活性化 をイ∫する.齪 揺に鉛を電着.せ.しめ
た場飢 琳 の噂には獅1がRらr・ そあ紳 婢
分がPb.の一分子1酪 て勸1レ ると15物電徽 巣
を示ナ程活性化 さ扎 る.こめ際は拯大は現はれない.
拠ナるた・分子駿水索にま.る呂チレン孳合の採觸 .


























































































































しかLてこ嘘,曝 魎 鋼 σ過畷 厘欄 尉 る・
卿 ち週 電 腰 の 高 い金 屬 〔SnjE'b,1【g)では この 鬢養は 水
ヘ コ
素 添 加 を抑 制 ナ るが,逆 に 低 恥金 輝..(PtlFe)では 水
禦 添 加 に 毒'こよ・り蜈 め らオ←.る・ 飼「,鉛電 極 に 對 ナ る
AgtO』め 毒 作 用 健 そ の 水素 過 電 壓 の 値 を減 少 せ.しめ
る..
扱,反 慮A十ltlMel=【Me1十AHr9"十.P.t島
@は 夫 々水 素 廉 子 と金 屬及 び 反 塵 鞠 質 との結 合 工 客
ル ギ ー)に 於 け る活性イヒ=L皐ルギ ーは 次 式に よ り表
1よさオレる.(P,qは夫 々 の ボ テ ン シ ヤル 曲纏 に よ る係
欺)
一Q冨P9■ 厘一q伊L幽1(1)
しか しτ反 慮蓮 魔 は ・ .
・一←諄黔 〉一翫 ボ 髀(・)
.換…つ て電 柚 還 元 反 竰塵τま水 到畦防`子.と金 屬 との結 合L茜ネ
ル ギ 肝め蔵 少す る 擢 健蓮.され,7k素 の 自th原子 た.よ、
る噂 最 六elte・ 遡 電壓 の 高 い金Ptによ る 還 元 は 主
と して か.Lる自lll原子 に.よる と患 は れ る.
オ宇事 摯 電腰.と稗 什 呂 ネル ギ 鬥『ρ」iと.の闘 係 は
dE=dE,一・g卩r十nRTInC(3)
に て低 い 過 麒 の金 燭(PI,.Ni,Fe)は¢・ が 大 き 弼 、
高い 鋼(s・ ・Pb・Jrg.)は・9,,が小 さい・例 一 ば水 索
.遒畷 の値 よ りP邑一 旺 の鞘 禽・」」.事ル ギrは 略5()catS.
に て,.旺g-Hり そオしは1脹:a]s.であ る.從 って
矩 一響P痴 一叔 ・幟 駆
曜 元灘 琳 勘 壷 であ.・喧 際・噛 ξ・て
碗能 酸 の逡 元 は 犀 らず,Ilgで は09%,So,Pbでは.
87-S8%の牧 量 のあ るの は 不 思 議 で な 》〕・ 乂A5一旺
り織 合 等ネ ル ギ ーは 恥 〔Fe)より小 に てH9(ミb)よ
味 で あ るか ら・dSの 作 融P曜 ・)1こ對 してi±ta一
性 化.しE19(Mb)'こは毒.とな.る・
又 ・ 蹴 流 の 飄 さは 水嚢 原 子 に.よる..迥元 と水素 分 子
のthntの三 つ ρ齦 に比 例 .ナる・(置冨k,cfi+km(勸
で
麹 て趨 作脚 戯 鍍 は・一寧 で・う冷 觸








　 　　 　 　
」.奪～こ輿睡購 ¢)活性 ぜヒ.オ号種 大tcretる濃b配よ りーして.
:.Ke.bopevStn一從 ひ 活性 集 團(a¢重iveetisernb]c)内の
.寧均 原子 鼓.を求.めた るに2と な
:つた■.勿論 ζの際 の
.活性集 嗣 は晋 通 鰐 媒 と反 卸 こ轟 の吸 蔚 に よVadsor・
.ptibn図 ¢叫域 の 紙 下 した5p鵬 であ る.
7又,李 滑 即傘 極 及 びtftta鍍幽金権 に封 す る 灘 作刑
が 同 一 な る 事 は この 哨者 が 略 同 』 の"Ixoinriza電:on
surflee"を有 す る事 で あ る,ζ の事 寅 よ りBowtlon.
.Rgeq.1・.EideyLGtUZ,Volrrrer等の廻 畷 髭 に 反封L
て ゐ る. .(水 渡).
1E.化學 的 見 埋 よ.り見 た る金 屬 中 の 瓦斯 の鑽 散
.J・.1;.Simons.&、V・R・叮am,ノ⊇Chem..
yey,・7,899902(1939)..




及び徽 は榊 に化學触 嫐 で あa.跨 縦 徽
め1去則を導ヒ.・た
rfなる鋼 陸oな る瓦斯が洫過する際に,'vc.、!
摘 船 槻 生ず るけ ・・雌 に 〃 を鏑 魂.・.
.子とすb.aも 瓦斯分子巾の庫子め殿 とナゐと
・(1≠ りGstN=KG y.〔1}・




(りなる飃 の麒 び 逆飃 の廠 を尉 ,定髞
襲 に於 て
(NxCs)rls、(・).
Eは 反塵 の卒 衡 恒 敷 で あ る.唱







壁 φ環 岬 の一φ畷 粥 〆り目硝嗣 鵬)m⑳
…金辱ひ厚雷.「を.5と.to=.と 一
萄 自φ碍4!鴫)/s
.卿嚥 騨;1+ickの臙 酬 に一##・・拠 で㈲ .


















































































鳧遡 響 壁 ゴ準.((;)
とな り,更 に.丿彫 は 齪 の 盤 化 に封.して
'φ(?v)A7
.==・㍗ 脚7零 . .(7).
に從 ふ.、4、は 活性 化 宝ネ ルギ ー,8は 常 數 で あ.う.三
従 つ て 』'
Rti=R、TAtRrr・4(G.)vl=ts㊥
.炭素 を験 いた 純粹 のFe又 は.'Ni中の水 素 り 捜 散 ぞ・.
ゆ
.齢 に耀 轍 の法則磁 立つとして
・1〒÷ 朔 剛 ・垂「瑚 垂).ρ冫
ノ》 ど 〆 とは金 屬 ρ 購端 の瓦 期 の厩 力 で あ る・





1≒ ルのNn:tcの 取 應 に含 熱,そ のPtaモ ル 炉
(1.0)に.屬ナ る とす ろ。 前 の掛 合 と全 く同 様 に 考 へ て.
捜 酸 の 迚 度は
Rd冒Kf((Giり」一〇/Y一(σ2")1畷り






.Ai=nAi+(1-rs)9.,雁む 鞭 ロー a,⑲
4。《汲 びEli.h1yは⑩,(1Dの 活性化=gin
.ギP及び遮虔億激=であ.る.化合物の數又は.瓦斯のit
子痴`翼 剛 徽 になつた時にも郵 阿樣に考昏て擴
鮫 の 式 を幽す 事 が 風來 る・ ・
.少量 ゐ 炭豪 又 は 窒 楽 を舍 む軌 又 は 少 量 の 酸 素.を
合 む 銅 の 中 の永 素 の撲 散 め携 合 に は
.a〃聖'十nr=nrrr(is)
Jf.十.7=・4H9(16)
と考 へ らh.るカbら ・











ロ 　 い ド・「i曲
F
韓.








多く.φ鍋 は空無ll・に恥ut・ると姉 に離 鱒 嫁1
を生 ず る鱈 此 φ 膜 の 恥 孑.は次 式の 如 き鷹 係 で 榊.・・
加 す る・.t鬮. .,
多ε.=const.'』(1)..
あ る・金 肥(特 にA1)で は膜 は10→9eny位の 厚 さ迄 離
畩 購 態 、嚇 で 蛾 を動 る.本 融`燐 硯.,ら
象の理論を異へんとするものであ.る.
譱 霧 繍 鞴 一:妻
子 とた な る.金 麓 と殻 化 鞄 との 界 爾 に於 け る か 丶る
原チ の 濃 度 をlcmnにう き 〃,馼化 物 と年斯 との 界宙




轍 働 燗 照伽 ・醗 合・鋸 … 假 .鱒
:定すると・嫡 に献 鮒 珊 の・ゆ.雁 した蔚 .,,
懲 懿。灘 諏 鑿
ギ.一,Iv…は イ 才 シを金 屬 か ら融 化 物 の 商縢 位 置 べ




姉 鱒?そ 恥 轡 昏.ら坤 ・.、.
.↓の理脚 二.よつτ得ら泌 漱 め彫 さ.鰍算 し.て 『 パ ,
.見.よ..う..1喜6c.に`専糠帯へ剃激.される電子め数は曹通
ヲ
畷 蹄 期 融 つ.興 醜 嫡 か:射脚 。c.に於.・て.4・噸 凝m'2.岬,4宀q7.xllPfe・.原子'dita.しv.・
'・.豎Lり


















































一 の馳 作 るに1チ呻 脚 即 ふ.・a.之を轡(一
1075ec)に等 しし遥 ナると.諺ん撃頑00設～蠣Wと
なる、略 が此の程度 にな.ると・wが 知阿に小 ざ
く.なつてもト..ンネ.轍果な.L-Cf3.蜂しYFy,.トン.
ネ嗷 果によつで醒 を鼬 ナる灘4・ ・い{一汝




はA』o・蹴 ・}て類 して得た褓 とよく一致臼
て 居 る.'.'
t7hK.ゆ加 吻 麝 牌 し ・。.堪畑 贓 れ、も属,。 紡
ロ　　 　 べ 　　へ し 　 ザ や の 　 　　　　 　 　　
.・若.呻化物層磯 羃:鰍維ナ・.場合ξ‡鋼 が轡




一 次 吸iYfに壊 ては、イ オ ンは 吸 着 物 質 の紬 品焔子 の
一 部 を#3f&fiるふ ら,一 羨 吸 蔚 あ 牢 贓 は溶 濃 厠
の李 衡 と同 様 な身 配 隷(volumedistribul1ion)の釦 き







實瑪鋤 に石嘩力・である宀{也のイ認一ンの「存=在は主 として ・
D.とm帥 ち沈澱の瀞解fir.影轡級 ぽす・
次に,謚 偉決定襲蔚め夫きき赴 総島壬浮液閲vat
勳 勒 憧臥 よ・姆 沸 ・商 う溜 ち黼 剰 肋 紛 ・辨 嵯 価 醐 肱 椏準蜘 ・伽
面 は 変 両 イオ ンの溶 解 エ ネヤ ギ ーに よ.る.ので は な く
・鮪 晶 内ggoiそriによ:り支 配Sriる・.從つ て一 次 吸 着
に.iは二 次職 着 と異 りFnjnns-Pdriethの吸 鐙法 則 は
訂 正 され ね ば な らぬ ・ 凾
一A｢r.一3:鰭聯 賭 子 熊 群 の 間め澱 的
な交飽 麗である即{:1その蝋 蹤?て 扱融 肌
次の二つの嶋合に.よnyea,(a)放射性同位兄索や同
形元紊イ愛ン(㎞n16rphou5.ion)め吸着ρ如く表面と.
溶液 とのイオ.ン交堪が測矧 陳 る場合」一一 次交換
敷齎(1・rimnryeiduingeadsnrplxm;)σ・).難瀞性の魔と
妄.の齢 断 ワ陣 の如 く・粒 柳 が見らわ岬




洗 づ・欽 燐 芦醐 僧.騨 酬 への兮醒隷
卸 寒 騒 勘 鞭:pn・tilinri'.facto・ゆ 嶋 乱 次
・式が成立ナaと.考窘勧.'








鯉 一 噐 い ・亘一 ..,.(2)




因でba'te吸黻 は.呼 噛(cに 草層峨 蠏


















蠏 諜鸞 蘓 膿溜:享,.霪脚 臣辱醺 扁.鎖
ご1濫漁 箋灘麟 窪謡..三顰
・難 籥轗 盤纖 蓼
りに ・O(m一+Dm一つ とす 嘆 きで あ き・(m_・同 羌財 罵 ξ福 ぎ
オ ンの濃 慶).'. .」こ_..,
.一 御 こ等 電{幌(isoelectric.r1・)に期 うポ チ 汐 A5
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.応 .、 鋤 面に形成された分子薄膜に於て臨 その表面
.可::か らρ鮒 輝 薄膜と金獅 との界醂 ゆ 反射
・1∵ 爍 囎 糞糠 ∬瞰 の如く.與嚇 る'
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嘩 欺 一麟 肌 毎 ら之を水臥 嚇{・徽 す ヌ
るξ云ふ方法をとる.事が田來r.が,水藩性の蛋白質
に對Lて はこの茄 ξを用.ひ.砂織 來なヒ・・.
1.lug6es一恥d al等は直接蛋白質の結晶がら擴散..さ
せ,翩:天 秤でその徽 量綱 つT居 る.文(沁・tera
㎞ 蜘 獻醐 嫌 獺 で水再・徽 義
覊 覊讐難1
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課譲ζ鱗 鶲 欝灘 讐 適
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の 如 き ものす ら檀 敬せ しめ る事 が 出 來 た.
或 種 の物 質で は 表 面攘 散理§は 低 い が,蟹 が つた ら
安 定 で相Ti高い 授 面腰 力に で も堪 え る とー:ふ場 合 が
あ9得 るの で あz.帆 し完 全 に 撞 散 させ ゐ の には 蛋
白賃 の 濃 度 が或 限 度 以 下で な け考しば な らな い のは 揮
資 性 溶 媒中 の 脂 肪酸 やGlindinの場 合 と阿 駮 で あ る.
一 殿'.こCi質の結 晶 力・ら水 面へ の 直接 槻 散 は,そ
の 等 電點 に於 ては 困 難 と され て 來 た もの で あ る.こ
れ は 等電 鮎 に於 て蛋 白賀の 溶 解 度 が耗 小 とな る耳盛か
ら も豫 想 され る處 で あ る.
然 るにG・rger一汲の 研 究に 依 れ ば蛋rl質を水;U
液 としてant__せる と等 電點 で 最 も掘 肢L易 い と云
.ふ事 で あLが,こ れ は ..ヒの 一'YRと蔀1反ナ る もので あ
る・ この 兌解 の}il;$i3,Garter等が,'撲肢 の 篠 易 を
示 す にlflひた"SyrcariioyNumicr"なLの:c:
吠 の.i;1r'idliiに歸raする もの で あ つ て,Gor監crの場
合 にi封 ξ耐 蚓 をと同nt三'二水 中 への 擴 妝 を も1昨せ ・彦ふ.
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